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(57)【要約】
【課題】機械室と送風機室とを分離する隔壁を、低い仕
切り板とその上に設けたリレーパネルとによって構成す
ることにより、材料のムダを無くすようにした室外ユニ
ット及びこれを備えた空気調和機を提供する。
【解決手段】底板２の一方の側面から背面側にかけて立
設固定された熱交換器６、及び底板２上に立設固定され
て圧縮機１２等が設置された機械室１０と送風機１４等
が設置された送風機室１１とを分離する隔壁７を有し、
この隔壁７を、高さが熱交換器６より低くほぼＬ字に形
成されて底板２に立設固定された仕切り板８と、ほぼＬ
字状に形成されて仕切り板８上に固定されたリレーパネ
ル９とによって構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板の一方の側面から背面側にかけて立設固定された熱交換器、及び前記底板上に立設
固定されて圧縮機等が設置された機械室と送風機等が設置された送風機室とを分離する隔
壁を有し、
　該隔壁を、高さが前記熱交換器より低くほぼＬ字に形成されて前記底板に立設固定され
た仕切り板と、ほぼＬ字状に形成されて前記仕切り板上に固定されたリレーパネルとによ
って構成したことを特徴とする空気調和機の室外ユニット。
【請求項２】
　前記隔壁を構成するリレーパネルの下端部にパネル底板を設けたことを特徴とする請求
項１記載の空気調和機の室外ユニット。
【請求項３】
　前記請求項１又は２の室外ユニットを備えたことを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室外ユニット及びこの室外ユニットを備えた空気調和機に係り
、より詳しくは、機械室と送風機室とを分離する隔壁の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機の室外ユニットにおける機械室と送風機室との分離構造に、金属板か
らなる底板に、熱交換器及び金属板からなる仕切り板が立設固定され、この仕切り板の上
部の一部をカットして、外部が金属板で覆れた樹脂成型品の電気部品箱を、このカット部
に機械室と送風機室との跨って設置したものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１０４９５０号公報（第４－５頁、図１－図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の室外ユニットの仕切り板は、熱交換器と同じ高さに形成されているため大
型になり、しかもその一部をカットしてこのカット部分に機械室と送風機室に跨って電気
部品箱を設置するようにしているため、カットして廃棄する部分が大きく、このため材料
がムダになった。
　また、仕切り板の上部に電気部品箱を設置することにより仕切り板に大きな荷重が加わ
るため、仕切り板の全長にわたって熱交換器に強固に固定しなければならず、これらのこ
とからコストアップを招いていた。
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、機械室と送風機室とを分離す
る隔壁を、低い仕切り板とその上に設けたリレーパネルとによって構成することにより、
仕切り板の一部をカットして廃棄するようなムダを無くすことのできる室外ユニット及び
これを備えた空気調和機を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機の室外ユニットは、底板の一方の側面から背面側にかけて立設
固定された熱交換器、及び前記底板上に立設固定されて圧縮機等が設置された機械室と送
風機等が設置された送風機室とを分離する隔壁を有し、該隔壁を、高さが前記熱交換器よ
り低くほぼＬ字に形成されて前記底板に立設固定された仕切り板と、ほぼＬ字状に形成さ
れて前記仕切り板上に固定されたリレーパネルとによって構成したものである。
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【０００７】
　また、本発明に係る空気調和機は、上記の室外ユニットを備えたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、機械室と送風機室とを分離する隔壁を、その高さが熱交換器より低い
仕切り板と、その上端部に取付けたリレーパネルとによって構成したので、大きな仕切り
板の一部をカットして廃棄するなど材料を無駄にすることがなく、また、これによりコス
トを低減することのできる室外ユニット及びこれを備えた空気調和機を得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施の形態に係る空気調和機の室外ユニットの分解斜視図である。
【図２】図１の室外ユニットの外観斜視図である。
【図３】図１の室外ユニットの組立手順の説明図である。
【図４】図１の室外ユニットの組立手順の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は本発明の一実施の形態に係る空気調和機の室外ユニットの分解斜視図、図２は図
１の室外ユニットの外観斜視図である。
　この室外ユニット１の外郭は、金属板からなる底板２、前面側に空気の吹出し口である
開口部３ａを有し、側面に外気の吸込み口３ｂが設けられたＬ字状の前面パネル３、Ｌ字
状の側面パネル４及び天板５からなっている。なお、前面パネル３の開口部３ａには吹出
しグリルが設けられているが、図には省略してある。
【００１１】
　そして、底板２には側面から背面にかけてＬ字状の熱交換器６が立設固定されており、
また、底板２の若干一方の側（図１の右側）に片寄った位置には、ほぼＬ字状で高さが熱
交換器６より低い（例えば、熱交換器６の高さの６０％程度の高さ）仕切り板８が立設固
定されている。
【００１２】
　また、この仕切り板８の上端部には、仕切り板８とほぼ同じ大きさでＬ字状に形成され
、下端部にパネル底板９ａを有するリレーパネル９が固定されており、その上縁部は熱交
換器６の上縁部とほぼ同じ高さになっている。そして、仕切り板８とリレーパネル９の後
縁部は熱交換器６に固定されており、これら仕切り板８とリレーパネル９とにより、隔壁
７を構成している。
【００１３】
　このようにして、隔壁７によって分離された一方の側の領域には、底板２上に設置され
た圧縮機１２や配管などが配置され、また、リレーパネル９のパネル底板９ａ上には電気
品箱（図示せず）などが設置される。以下、この領域を機械室１０という。
【００１４】
　また、隔壁７で分離された他方の側には、下端部が底板２に立設固定され、上部が熱交
換器６に固定されたモータ取付板１３が設けられており、このモータ取付板１３には、前
面パネル３の開口部３ａと対向配置される送風機１４の駆動モータが取付けられている。
以下、この領域を送風機室１１という。
【００１５】
　次に、上記のように構成した室外ユニット１の組立手順の一例について説明する。
　先ず、図３に示すように、底板２上に熱交換器６を立設して固定し、ついで、底板２上
に仕切り板８を立設固定してその後部側縁部を熱交換器６に固定する。
【００１６】
　次に、図４に示すように、仕切り板８の上端部にパネル底板９ａを有するリレーパネル
９を載置し、その下端部を仕切り板８に固定すると共に、後部側縁部を熱交換器６に固定
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して、隔壁７を構成する。これにより、隔壁７で分離された機械室１０と送風機室１１が
形成される。
【００１７】
　次に、図１に示すように、機械室１０に圧縮機１２を設置すると共に配管等（図示せず
）を配置し、また、リレーパネル９のパネル底板９ａに電気品箱（図示せず）を載置して
固定する。
　また、送風機室１１の底板２にモータ取付板１３の下端部を固定し、上部を熱交換器６
に固定して、このモータ取付板１３に送風機１４のモータを取付ける。これにより、隔壁
７で仕切られた機械室１０及び送風機室１１への主要部品の取付けが終了する。
【００１８】
　部品類の取付けが終ったときは、前面パネル３を、その開口部３ａを送風機１４に臨ま
せ、吸込み口３ｂを熱交換器６の側面に位置させて機械室１０及び送風機室１１の前面側
を覆い、底板２及び熱交換器６に固定する。ついで、側面パネル４を機械室１０の側面か
ら背面側にかけて配置し、下端部を底板２に固定すると共に、両側縁部を前面パネル３及
び熱交換器６に固定する。最後に上面に天板５を載置し、前面パネル３、側面パネル４及
び熱交換器６に固定する。これにより、組立が完了する。
【００１９】
　本発明によれば、機械室１０と送風機室１１とを分離する隔壁７を、底板２に固定した
仕切り板８とその上端部に取付けたリレーパネル９とによって構成したので、大きな仕切
り板を用いて不要部分をカットして廃棄する必要がないため、材料の無駄を省くことがで
き、またこれによりコストを低減することができる。
【符号の説明】
【００２０】
　１　室外ユニット、２　底板、３　前面パネル、４　側面パネル、５　天板、６　熱交
換器、７　隔壁、８　仕切り板、９　リレーパネル、９ａ　パネル底板、１０　機械室、
１１　送風機室、１２　圧縮機、１３　モータ取付板、１４　送風機。
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